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１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況
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（達成度）
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成果状況の推移
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指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況

満足度

不満度

重要度

令和 年度6 高松市施策評価表（ 年度分）5 令和 年6

市民と行政がともに力を発揮できるまち

参画・協働によるコミュニティの再生

離島の振興
Ｃ

政策局

地域活力推進室

087-839-2278

　市民等（各島の住民・各島への渡航者） 　女木島、男木島及び大島のそれぞれの特性をいかした島外
の人々との交流促進、交流・定住人口の拡大を図る。

各島への年間来島者数
人

年度3 年度4 年度5 年度5 年度5

135,494 200,086 153,939 136,000 136,000

　女木・男木島航路に係る利用促進策の実施や新型コロナウイルス感
染症感染防止策を徹底しながら大島における交流イベントを実施した
結果、各島への来島者数は１５３，９３９人となり、目標を達成する
ことができた。

113.2%

点30

イベント参加者数
人

年度3 年度4 年度5 年度5 年度5

824 1,273 2,918 9,184 9,184

　大島振興方策等に基づき、人権学習を含む交流活動に取り組んだ
が、新型コロナウイルス感染症感染防止等の影響による渡航制限によ
り、イベント参加者数は２，９１８人と、目標を達成することができ
なかった。

31.8%

点9

年度3 年度4 年度5 年度5

H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8
126500 134500 135000 202500 136000 0 0 0
238603 161054 135494 200086 153939

7836 8200 8500 8500 9184 0 0 0
7531 638 824 1273 2918

126500 134500 135000 202500 136000 0 0 0
238603 161054 135494 200086 153939

7836 8200 8500 8500 9184 0 0 0
7531 638 824 1273 2918
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）3 年度（決算）4 年度（決算）5 年度（予算）6

14,476 15,560 15,142 20,653

11,778 10,702 31,237 32,366

26,254 26,262 46,379 53,019

　瀬戸内国際芸術祭の開催等により、各島への渡航者が増加傾向にあるが、芸術祭期間以外においても航路の利用促進と島外との
交流促進が図れるような施策の展開が必要である。

　各島の交流人口を増加させながら、更なる交流・定住を促進するため、多様な主体との連携・協働により各島の魅力をいかした
情報発信やにぎわいの創出に取り組む。

航路の確保及び利便性向上
Ａ

離島航路振興事業
90% Ａ 継続

女木・男木島航路利用者比率（基準年：平成２１年度

）
87.7%



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

交流・定住人口の拡大
Ｄ

大島振興方策推進事業
○ 49% Ｄ 改善継続

大島交流イベント参加者数（年間総数）
31.8%

（評価対象外）男木交流館管理運営事業


